
 

 
 
 
 
 

 

１ 意見募集の概要 

（１）募集期間 

平成２１年９月１日（火）から１０月３０日（金）まで 

（２）周知方法 

   市政だより、チラシ、市ホームページ 

（３）資料閲覧場所等 

市ホームページ、情報プラザ、区役所、図書館、公文書館 

（４）意見提出方法 

   電子メール、郵送、FAX、持参 

 

２ 意見募集の結果等 

 
 
 

 
 

 

（１）結果一覧 

意 見 数 

提出者数 

１公表方法

等に関す

るもの 

２評価結果

等に関す

るもの 

３政策評価

委員会に

関するも

の 

４施策・事

務事業に

関するも

の 

５その他 

合 計 

17 名 8 件 7 件 2 件 8 件 2 件 27 件

   （注）意見の提出は、手紙が１名（意見数 4件）のほかは、すべて電子メールによるものであった。 

 

（２）主な意見等の要旨及び市の考え方 

   別紙のとおり。 

『新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」第２期実行計画 

平成20年度実施結果』に対する市民意見募集の結果について 

市では、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」第２期実行計画の平成２０年度の

取組を自己評価した結果や市の評価に対する「政策評価委員会」の検証結果などについて、

9月に公表し、市民の皆様から意見の募集を行ってまいりました。 
意見募集の概要及びその結果は、次のとおりです。 

 １７名の方から２７件の意見が寄せられました。 
主なものとしては、市の評価の取組について事務事業の達成度が高すぎるので

はないかという意見、また、個々の施策や事務事業に関するものとして子育て、

福祉、教育の取組を充実して欲しいという意見などがありました。 



 

 

項  目 意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

１ 公表方法等

に関するもの

（８件） 

①冊子の概要版をホーム

ページに載せて欲しい。

（同様の意見他２件） 

 

②ホームページ上で、意見

募集を行っている場所

が分かりにくいので改

善して欲しい。 

（同様の意見他１件） 

 

③いろいろ細かいところ

まで公表していること

は評価したい。こうした

取組は、どんどん進めて

欲しい。（同様の意見他

２件） 

①御意見の趣旨を踏まえて、市の評価結果や政策評価委員

会の検証結果をコンパクトに整理した概要版を作成し、

市のホームページ等で公表します。 

 

②御意見の趣旨を踏まえて、市のホームページ上で、意見

募集を行うに当たっては、トップページのトピックスに

掲載するなど、より分かりやすくなるよう工夫を行いま

す。 

 

 

③今後も引続き、すべての施策・事務事業の評価結果を公

表し、市民の目線に立った分かりやすい評価に取り組ん

でいきたいと考えています。 

２ 評価結果等

に関するもの

（７件） 

①事業の達成度が 90％を

超えているのは、いかが

なものか。評価が甘いの

ではないか。 

（同様の意見他３件） 

 

 

 

②評価の取組は継続して

いくことが大切だと思

うので、今後も継続して

実施して欲しい。 

 

 

 

 

 

①市の新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」は、予

算（計画事業費）との整合を図った実行性の高い計画で

あり、行財政改革の取組との連携や施策を推進する執行

体制や人員配置との調整を図りながら策定しており、ま

た、平成２０年度は新総合計画の第２期実行計画（平成

２０年３月策定）の初年度であったことも高い達成率に

つながったと考えています。 

 

②市では、新総合計画の適正な進行管理や新行財政改革プ

ランに基づく行財政改革の着実な推進などを目的とし

て、平成１７年度からすべての施策及び事務事業につい

て施策評価・事務事業総点検を実施しており、評価結果

を市のホームページや冊子で公表しています。 

今後も、こうした取組を継続していくことで、市民の

皆様への説明責任を果たすとともに、市民の皆様との情

報共有や市民の皆様の市政への参加を促進したいと考え

ています。 

 

別紙 



 

 

項  目 意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

２ 評価結果等

に関するもの

（７件） 

③シニアの社会参加支援

事業について、「教育文

化会館・各市民館におい

て９事業を実施しまし

た。」と実施ありきの記

述となっているが、参加

者数や開催時期などの

検討、検証を行っている

のか。 

 

 

 

 

 

 

④生涯現役支援事業シニ

ア向け講座の成果説明

について、講座の開催回

数で説明したり、延べ参

加人数で説明したり、講

座修了者数で説明した

り、表現がまちまちとな

っているので、統一した

方が分かりやすい。 

 

③本事業は、地域社会とつながりの希薄なシニア世代の方

などを対象として、地域を知り仲間を作るなど、地域と

の関係を築く第一歩となる機会を提供することを目的に

実施しています。地域で活動するボランティアグループ

の紹介や定年退職後の生き方、地域の歴史学習など、シ

ニア世代の方々が気軽に御参加いただけるような事業づ

くりを心がけており、終了した事業については、教育文

化会館・各市民館の事業担当者会議において、参加者数、

開催時期、プログラムの内容、効果的な広報手段などの

情報交換や検証を実施しているところです。 

今後も、一人でも多くのシニア世代の方々の社会参加

を支援できるよう、引き続き、シニア世代の方々のニー

ズに適った効果的な事業内容や実施手法の構築に取り組

んでいきたいと考えています。 

 

④御指摘のとおり、表現内容を統一し、分かりやすい記載

に改めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項  目 意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

３ 政策評価委

員会に関する

もの（２件） 

①政策評価委員会の活動

内容を具体的に知りた

い。 

 

 

 

 

 

 

②市は政策評価委員会の

提言をしっかり受け止

めて評価を行って欲し

い。 

①政策評価委員会は、市自らが行った施策の評価が客観的

かつ公正な評価手法等に基づき実施されているか、市民

の目線に立った分かりやすいものとなっているかなどに

ついて検証を行っています。平成１７年１０月に設置さ

れて以来、平成１７年度から平成２０年度までの各年度

の市の施策評価の結果について検証を行い、評価票のレ

イアウトの見直しや指標設定の推進など、市に対して評

価制度の改善に向けた提言・意見等の提案を行っていま

す。 

②平成２０年度施策評価については、政策評価委員会から

「全体としては、おおむね適正な取組が行われている」

との御判断をいただく一方で、より分かりやすい評価の

実施に向けて、様々な提言や改善意見をいただいていま

す。市では、こうした提言等を尊重して、評価制度の改

善を進めていきたいと考えています。 

４ 施策・事務事

業に関するも

の（８件） 

①子育て、福祉、教育の分

野の取組をもっと進め

て欲しい。（同様の意見

他４件） 

①市では、子育て支援の主な施策として、認可保育所等の

増設により、平成２２年４月の開設分も含め、３年間で

約 3,000 人の新たな定員枠を確保するなど保育環境の充

実に取り組むとともに、児童虐待の問題や児童相談件数

の増加傾向への対応として、平成２３年度の開設に向け

て児童相談所の再編整備などを進めています。 

また、福祉の分野では、高齢者を支える主な施策とし

て「特別養護老人ホーム整備促進プラン」に基づき、平

成２５年度までに介護基盤施設 1,225 床の整備などを進

めるとともに、障害者を支える主な施策として、日常生

活を支援する取組の充実・強化や関係機関と連携した就

労機会の確保などに取り組んでいます。 

さらに、教育の分野では、学校教育の振興として、川

崎の未来を担う子どもたちに科学技術の素晴らしさを伝

えるために、理科支援員を配置するなど小学校の理科教

育に力を入れるとともに、地域に根ざした教育をめざし

て、保護者や地域住民の皆様、学校が一体となって学校

運営に取り組むコミュニティスクールの充実などを進め

ています。 

今後も、市民ニーズや社会環境の変化を的確に捉えて、

子育て、福祉、教育分野の取組についても充実を図りた

いと考えています。 



 

項  目 意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

４ 施策・事務事

業に関するも

の（８件） 

②横須賀線武蔵小杉新駅

も開業するので、駐輪場

の整備をお願いしたい。

 

 

 

③シニア施策の取組につ

いて、他の自治体の事例

も参考にして欲しい。 

 

④平成２０年度末で生涯

現役支援センターが廃

止されたが、センター事

業の多くを民間委託し、

継続していることに疑

問を感じる。 

 

②御意見の駐輪場については、現在、横須賀線武蔵小杉新

駅交通広場前に４階建ての立体駐輪場（収容台数 約

1,300 台）の整備を行っているほか、新駅周辺の横須賀線

高架下にも駐輪場（収容台数 約 100 台）の整備を進めて

おり、新駅開業にあわせて供用を開始する予定です。 

 

③、④他の自治体の事例については、今後、シニア世代の

支援事業の見直しを実施していく中で参考にしたいと考

えます。 

また、生涯現役支援センターで実施してきた講座等を

継続することとしたのは、毎年受講を申し込まれる方が

いることや傾聴講座をはじめとして多数の申込をいただ

いていることなどが主な理由です。センターでは、これ

まで講演会、パソコン講座、傾聴講座などを実施してき

ましたが、シニアの方が講座修了後に活動できる場や環

境の提供が十分でないことが課題となっていました。セ

ンターを廃止し、今回の民間事業者へ委託することとし

た背景には、こうした課題に効率的に対応していくとい

うこともあり、受講後の活動の場を御案内することまで

委託業務内容とすることで一定の成果があげられるもの

と考えています。 

 

５ その他 

（２件） 

①重点戦略プランと施

策・事務事業の計画を分

ける意味があるのか。 

 

②市の計画は、総花的で分

かりにくい。 

①、②市の新総合計画は、市政運営や政策推進の基本方向

を示す「基本構想」と、「基本構想」に基づいて市が取り

組む全ての施策・事務事業の具体的な内容を整理した「実

行計画」から構成されています。 

こうした「実行計画」に整理された施策・事務事業の

中から課題の重要性、手法・発想の戦略性、取組の重点

性という３つの視点から、特に重点的・戦略的に取り組

むべき施策をまとめたものが「重点戦略プラン」です。 

市では、「実行計画」に整理された施策・事務事業を着

実に推進するとともに、とりわけ「重点戦略プラン」に

まとめられた施策に重点的・戦略的に取り組んでいくこ

とで、社会環境の変化等を的確に捉えたメリハリのある

施策展開を図っています。 

 

  


